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摂
津
源
氏
と
河
内
源
氏

６
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
は
、

『
源
氏
物
語
』の
作
者
・
紫
式
部
が
主

人
公
で
す
。『
源
氏
物
語
』の
主
人

公
・
光
源
氏
は
桐き

り

壺つ
ぼ
の

帝み
か
どの
皇
子
と

し
て
生
を
受
け
、
人
臣
と
な
っ
て
最

高
位
の
太
政
大
臣
に
昇
り
ま
す
。
源

氏
と
は
、そ
も
そ
も
姓
を
持
た
な
い

王
家
が
そ
の
身
分
を
離
れ
て
臣
下
と

な
る
臣し

ん

籍せ
き

降こ
う

下か

す
る
際
に
、
源
氏
の

姓
を
天
皇
か
ら
賜
っ
た
一
族
で
す

（
賜し

姓せ
い

源
氏
）。
創
作
の
光
源
氏
も
、

現
実
の
武
家
源
氏
に
連
な
っ
て
い
く

経
基
王（
清
和
天
皇
孫
）も
、
賜
姓
源

氏
な
の
で
す
。

清
和
源
氏
の
子
孫
に
、
征
夷
大
将

軍
と
な
る
源
頼
朝
や
足
利
尊
氏
、
戦

国
時
代
の
武
田
信
玄（
甲
斐
源
氏
）

や
明
智
光
秀（
美
濃
源
氏
の
土
岐
氏

一
族
）が
い
ま
す
。
徳
川
家
康
は
、

真
偽
は
と
も
か
く
、
清
和
源
氏
の
新

田
氏
の
子
孫
を
自
称
し
ま
し
た
。

頼
朝
の
先
祖
を
た
ど
る
と
、
河
内

国
に
拠
点
を
置
い
た
源
頼
信（
河
内

源
氏
）に
さ
か
の
ぼ
り
、
さ
ら
に
は

摂
津
国
多
田（
川
西
市
多
田
）の
源

満
仲
・
頼
光
父
子
に
行
き
着
き
ま

す
。
多
田
神
社
は
将
軍
家
の
尊
崇
を

受
け
、
足
利
将
軍
の
遺
骨
が
分
骨
さ

れ
、
徳
川
家
綱
が
社
殿
を
復
興
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
J
R
川
西
池
田

駅
の
騎
馬
像（
左
写
真
）こ
そ
が
満
仲

で
あ
り
、
川
西
市
の
施
設「
み
つ
な

か
ホ
ー
ル
」は
満
仲
に
由
来
し
ま
す
。

摂
関
家
と
摂
津
源
氏

清
和
源
氏
の
初
代
・
経
基
は「
い

ま
だ
兵
の
道
に
練
れ
ず
」（『
将
門

記
』）と
武
人
と
し
て
は
未
熟
で
し
た

が
、
運
も
手
伝
っ
て
平
将
門
・
藤
原

純
友
の
反
乱（
承
平
・
天
慶
の
乱
）の

功
労
者
と
し
て
朝
廷
内
で
処
遇
さ
れ

ま
す
。
摂
津
源
氏
は
息
子
の
満
仲

と
孫
の
頼
光
の
代
に
、
藤
原
氏
と
結

び
つ
く
こ
と
で
軍
事
貴
族
と
し
て
確

立
し
て
い
き
ま
し
た
。

安
和
２（
９
６
９
）年
に
藤
原
北
家

が
政
敵
の
左
大
臣
源
高
明
を
失
脚
さ

せ
た
安
和
の
変
で
は
、
満
仲
が
高
明
の

謀
反
を
密
告
し
、
摂
関
政
治
の
確
立

に
寄
与
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
寛
和
２

（
９
８
６
）年
に
花
山
天
皇
が
出
家
し
、

一条
天
皇
が
即
位
し
て
外
祖
父
の
藤
原

兼
家（
道
長
父
）が
摂
政
と
な
り
ま
す

が
、
藤
原
道
兼（
道
長
兄
）に
だ
ま
さ

れ
た
花
山
を
元
慶
寺
ま
で
連
行
し
た
の

は
満
仲
一
族
で
し
た
。
満
仲
は
多
田
を

拠
点
に
据
え
、
多
田
院
を
建
立
し
て
、

摂
津
源
氏
の
祖
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
頼
光
は
、
権
勢
を
伸
ば
し

て
い
く
道
長
側
近
と
し
て
、
受ず

領り
ょ
う（

国

司
）を
歴
任
し
て
蓄
財
し
、
内く

蔵ら
の

頭か
み

を
兼
任
し
昇
殿
を
許
さ
れ
ま
す
。
寛

仁
２（
１
０
１
８
）年
に
再
建
さ
れ
た

道
長
の
土
御
門
邸
に
は
、
頼
光
か
ら

豪
華
な
調
度
品
の
数
々
が
贈
ら
れ
、

人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
満

仲
の
三
男
が
頼
信
で
、
次
男
の
頼
親

の
子
孫
に
は「
豊
嶋
」を
号
す
る
者
が

散
見
し
ま
す
。
頼
親
の
系
統
は
大
和

源
氏
と
称
さ
れ
る
も
多
田
に
近
い
豊

島
郡（
池
田
市
全
域
と
豊
中
市
・
箕

面
市
の
大
部
分
、
吹
田
市
の
一
部
）に

も
所
領
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

鬼
滅
の
頼
光

頼
光
は
摂
関
政
治
の
安
定
の
下
、

武
士
と
し
て
の
事
績
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頼

光
は
妖
怪
・
鬼
神
な
ど
の
邪
悪
を
撃

退
す
る
超
人
的
な
人
物
と
し
て
描
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小
林
一
三

が
収
集
し
、
現
在
は
逸
翁
美
術
館
が

所
蔵
す
る
国
の
重
要
文
化
財『
大
江

山
絵
詞
』（
下
写
真
）は
、
頼
光
と
腹
心

の
四
天
王
が
酒し

ゅ

呑て
ん

童ど
う

子じ

を
退
治
す

る
物
語
絵
巻
で
す
。

酒
呑
童
子
と
は
、
大
江
山
に
こ
も

り
、
都
の
子
女
を
誘
拐
し
て
血
を
す

す
り
人
肉
を
む
さ
ぼ
る
鬼
と
さ
れ
ま

す
。
大
江（
大
枝
）山
は
山
陰
道
の
山

城
・
丹
波
の
国
境（
現
・
京
都
市
西
京

区
と
亀
岡
市
の
間
）に
位
置
し
、
感
染

症
が
京
都
に
侵
入
す
る
入
口
で
あ

り
、
頼
光
に
は
王
都
の
清
浄
を
保
ち

王
権
を
守
護
す
る
、
武
家
政
権
の
理

想
が
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
術
史

学
の
成
果
に
よ
れ
ば
、『
大
江
山
絵

詞
』の
成
立
は
室
町
初
期
と
さ
れ
ま

す
。
南
北
朝
内
乱
を
通
じ
て
政
権
を

確
保
し
た
足
利
将
軍
家
に
よ
っ
て
、

京
を
守
護
し
た
頼
光
の
実
像
は
偶
像

化
・
神
格
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
多
田
神

社
に
は
、
頼
光
が
酒
呑
童
子
の
首
を

切
っ
た「
鬼
切
丸
」が
源
家
伝
家
の
宝

刀
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
松
永
和
浩
）
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